
夜間の道路は昼間と違い、見通しが悪く歩行者や自転車利用者

が見えづらくなります。

次のことに注意し、安全運転に努めましょう。

・ 前車や対向車がいない場合は、ハイビームを活用しましょう。

ハイビームの活用で、歩行者等の早期発見につながります。

・ 「歩行者がいるかもしれない」運転を心掛け、スピードダウンしま

しょう。

・ 蒸発現象により走行中には、自分の車と対向車のライトで道路の

中央付近の歩行者が見えなくなることがあるので十分注意しましょう。

・ 薄暮時には早めにライトを点灯し、自分の車の存在を知らせるよう

にしましょう。

・ 歩行者・自転車利用者は、明るい服装を着用したり反射材

を活用したりして、車両の運転者に存在をアピールしましょう。

・ 近くに横断歩道がある場合は、必ず横断歩道を利用しまし

ょう。

・ 信号機がある横断歩道では、信号を守ると共に、左右の安全

を確認してから渡りましょう。

～ 夜 間 の 歩 行 者 に 注 意 ～
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